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  海産アユについては，河口域やその周辺沿岸域での回遊・分布・発育様式に関する多く

の研究が行われ，仔稚魚に関する生態が解明されつつある。しかし，ふ化仔魚の流下から稚

魚の遡上に至る各生息水域での生態と資源量変動との関係については，総合的な研究はこ

れまで行われていない。そこで本研究では，紀伊水道東部海域に注ぐ日高川およびその周

辺海域を対象として，アユの初期生活期の生態を中心に長年にわたる継続的な調査を行

い，適切な資源管理のための基礎となる以下の知見を得た。 

 

【アユの産卵生態および仔魚の流下】（第 2 章） 

  日高川において，アユ雌親魚の生殖腺指数（GSI） は 10 月中旬から増加し 11 月上旬に

は最大の 23 となり，GSI が 10 前後で第 1 卵団と第 2 卵団が分離することが分かった。親魚 1
尾の産卵数は約 3 万個と推定された。アユ仔魚の流下盛期は 11 月上旬～12 月上旬であり，

年間総流下仔魚量は 2 億～24 億尾で 12 倍の年変動があった。アユ仔魚の流下は 18～24
時の時間帯で全流下仔魚量の 85％を占め，平均体長は 6.3～6.9 mm で，18～4 時 （夜間） 

に採集されたアユ仔魚の平均体長は 6～16 時 （昼間） のものと比較して有意に小さいことが

分かった。 

 

【河口域および河口沿岸域でのアユ仔魚の出現特性】（第 3 章） 

 日高川河口域ではアユ仔魚は 11・12 月を中心に採集され，流心部では体長 6～8 mm の

ふ化後 4 日以内の卵黄を有する個体が過半数を占めた。体長 10 mm 前後で岸沿いへの接

岸行動を開始し，海域に分散することなく河口の岸沿いで成長するアユ仔魚が生息している

ことが示唆された。また，河口域での仔魚の採集数と体長の変化は潮汐の干満にほぼ対応

し，河口の流心部での採集仔魚数のピークは流下のそれの１旬後で，両者の経時的な推移

は類似した傾向を示した。河口沿岸域でのアユ仔魚の出現範囲は距岸 4 km 以内であり，河

口沿岸域および河口近くの地曳網で採捕されたアユ仔稚魚の体長から判断して，アユ仔魚

は体長 14 mm 前後で河口沿岸域から砕波帯に移動し，体長約 40 mm まで砕波帯に生息す

るものと推定された。 

 

【海域での稚アユの成長特性】（第 4 章） 

 耳石の日令査定により，和歌山県沿岸域で採捕された稚アユのふ化時期は 11 月中・下旬



が中心で，11 月にふ化した稚アユは，12 月の海水温が低く 1 月のプランクトン量が多いほど

成長速度が大きくなった。北部海域で採捕された稚アユは南部海域と比較しふ化時期が早

く，冬期にプランクトン量が多いため成長速度が大きかった。また，稚アユの漁獲尾数

（CPUE） が多い年の初期成長は良好であった。1980～2004 年の稚アユ漁獲資料から，豊

漁年は不漁年に比較して，長期間にわたり漁獲が継続し，採捕海域の空間的な広がりがみら

れることが分かった。また耳石を用いた日令査定により，豊漁年には，稚アユは若齢で早生ま

れから順に規則的に漁場に出現し，滞在期間は短く，日間成長が良好であることが明らかに

なった。 

                                       

【海産稚アユの資源変動と資源推定】（第 5 章） 

  1980～2004 年を対象に，紀伊水道東部海域における稚アユの漁獲量を目的変数，前年

の日高川の流下仔魚量，10－１月のシラスの漁獲量，前年 12 月のプランクトン湿重量，前年

10 月の降水量を説明変数として，重回帰分析により AIC が最小値となる関係式を求めた。こ

れらの説明変数により漁獲量の年変動の説明が可能であった。1991～2004 年のアユの初期

資源量（No） は 376万～4,949万尾で変動が大きく，漁獲尾数（C） ・CPUE と類似した変動傾

向を示し，資源は不安定な状態であることが示唆された。また，漁獲率（C/No） は 0.65～0.87
で高い値を示した。初期資源量（No） と漁獲尾数（C） ・海域の獲り残し尾数（No-C） との間

には正の相関がみられ，日高川での年間流下仔魚数が多い年には翌年の初期資源量（No） 

も多くなる傾向がみられた。 

                              

【稚アユの遡上量と生態】（第 6 章） 

  1992～1996 年の日高川への稚アユの遡上量は 80 万～300 万尾で推移し，3 倍以上の年

変動があった。稚アユの遡上量は 4 月が盛期で 5 月には終了し，河川水温が 14～16℃にピ

ークがみられた。前日よりも水温が高くなるほど遡上量が多くなる傾向がみられ，遡上稚アユ

の肥満度は海域のものよりも有意に高かった。日高川の稚アユの遡上量と海域での稚アユ漁

獲量の相関関係から，日高川に遡上する稚アユは主に日高川北部の湾奥部から田辺湾に

至る海域に分散することが示唆された。また，遡上量は前年の流下仔魚量・海域の稚アユ漁

獲量が多い年には多くなる傾向がみられた。さらに，日高川の稚アユ遡上量とその年の流

下仔魚量の間に正の相関が認められた。 

 

【総括】（第７章） 

以上のことから，稚アユの資源豊度には環境・生物的な要因とともに初期成長が関与すること

が明らかになった。また，産卵場の環境整備や親アユの確保により流下仔魚量を増大させる

とともに，海域での稚アユ資源量に応じた適正な漁獲を行うことで，海産アユ資源を持続的に

確保できることが示唆された。今後さらに，適切な資源管理を行うための基礎的な知見を得る

ために，未解明である河口沿岸域から砕波帯に接岸するまでの仔魚の生態を明らかにすると

ともに，砕波帯での仔魚の成長速度・環境要因・減耗課程の関係を総合的に解明する必要

がある。 
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